
共生社会、包摂社会、ダイバーシティと言われて久しいです
ね。性的少数者、ＬＧＢＴＱ＋のみさなんの権利擁護の主張も
珍しくなくなりました。そして、ひきこもり当事者から「ひき
こもる生き方も認めてほしい」という意見がよく聞かれるよう
になりました。
いろいろな違いをお互いに認め、尊重し合える社会がいいこと
は、今は常識となりましたが、「ひきこもる生き方を認めるこ
と」についてはどうでしょうか。
少し歯切れの悪さを感じる人が多いと思います。

ひきこもる生き方を尊重すると、ずっとひきこもり状態が続
き、親亡き後は生活保護にお世話になるかも知れない、社会の
負担となるとすれば、なんだか違う気もする。。
家族としては、こどもがひきこもり状態から回復することを願
っています。ひきこもる生き方を認めたところで、こどもは辛
そうだし、家族としても不安が続くことに。。

令和7年に厚労省から発表されたひきこもり支援の指針「ひき
こもり支援ハンドブック」によると、ひきこもりの方が自分で
自分の在り方、生き方を選択できるようにすることが、ひきこ
もりの方への支援の指針だとあります。

こどもが「ひきこもる生き方」を選択するのであれば、このま
まの状態がずっと続くことにならないか、家族としてはモヤモ
ヤすっきりしませんよね。

私たちの考えとしては、こどもが「ひきこもる生き方」を選択
するのであれば、それはそれでよいと考えます。

ひきこもりの方には、死なないために、命を繋ぐために、ひき
こもりになった方がいます。自分を傷つける社会から距離をと
るためにひきこもりになった方がいます。仕方なくひきこもり

となった方がいます。

こういう背景を考慮せず、家族や社会が「ひきこもる生き方」
を認めませんとなれば、かれらは生きる場を失うことになりま
す。まずは生きていることが大切なので、このポイントでは
「ひきこもる生き方」を最大限に認めてあげてもよいですよ
ね。

本人がひきこもりを選び続ける限り、最大限に尊重してあげる
こと。ただ、ずっとこのままということでもないでしょう。人
は成長します。変化します。家族がこどもに適切に関わること
ができれば、こどもの成長、変化が期待できます。時間はかか
りますが、こどもが前向きなエネルギーが十分になったとき、
そばにいる家族が「つぎの一歩」の選択肢を用意できれば、こ
どもは安心して次の一歩に踏み出すことができるのではないで
しょうか。

私たち不登校・ひきこもり家族会は令和7年5月10日（土）に対
話交流会を開催しました。会はまず、「ひきこもり支援ハンド
ブック」の読み合わせを行いました。ひきこもり支援の目指す
姿や生きづらさについて、心理士の話を交えながら学びを深め
ました。

参加：家族5名、関係者2名
参加費：500円

交流メモ
ひきこもり支援は自律を目指すとあります。本人が自分のあり
方、社会との関わり方を自分で選択すること。こどもが生き方
を「選ぶ」ことが大切で、やはり指導や説得、説教ではいけな
いのですね。

• 家族や支援者はこどもが選択できるようにするために、自
尊感情の回復に留意しながら、受容的に関わり続けること
が大切なんだと思います。

• 返事がなくても、こどもに意見を聞いてみることが大切で
すよね。家族の一員として扱っているよというメッセージ
にもなります。

KHJおきなわてぃんさぐぬ花の会の季刊誌

てぃんさぐ通信 2025年7月∼9月 Vol.14

KHJおきなわてぃんさぐぬ花の会 〒900−0004 那覇市銘苅2丁目3の1 なは市民活動支援センター内
ホームページ www.khj .okinawa メール info@khj.okinawa 電話 070-5277-2036（メール推奨）

ひきこもる生き方を認めますか？

かかわり方の基本は「自律」
（令和７年５月那覇交流会レポート）

那覇市交流会（毎月第1土曜日）

那覇市民活動支援センター

7月お休み、8/2(土)、9/6(土)

9:00-12:00 参加費500円

北谷町交流会（毎月第3土曜日）

北谷町生涯学習プラザ

手続き中、Hpをご確認ください。

9:00-12:00 参加費：500円

交流会へ参加希望の方は、事前にお問い
合わせください。会場に入れないことが
あります。
聴くだけの参加もOKです。
日程についてはホームページでもご確認
ください。急な変更もあります。

家族交流会スケジュール




